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データベースの設計
•データベースをinttdev@inttdaqに設立した。
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データベースの設立方法
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初期値が入っているデータベースを作成するPython スクリプトがある。
$ python3 create_init_DB.py と実行するだけでテーブルが作られる。

create_init_DB.py



GUIのアップデート(Felix menu)
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現在のFelix menu

Ladder channel(Felix channel)と
port(A1~D3)の関係は先程のデータベース
から取得している。



SC・データファイバのラッチ確認
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糠塚さんにcold start関数のテストをBNLで行ってもらった。

データファイバのラッチ確認は別の関数であるverify_latch関数で行うように変更された。
→ Ladder channelがFalseになっている。



ラダーメニュー
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FPHXパラメタ
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side0:WILDの入力欄に値を入れて、side0:wild sendボタンを押すと、

side0 、chip1~13に値を送信する。

しかし、ラウルのスクリプトにて、どのようにしてsideを指定するか不明
だったので今はおそらく、side0とside1の両方、つまり全chip26に値を
送信してると思われる。



まとめ
•仮のデータベースを作成、データベースをすぐ作れるPythonコードを
用意した。

•データベースを反映させたFelixmenuの改良。ラッチの状態をパネルの
色に反映させることができた。

• FPHXパラメタの値をワイルドカードを用いて送信できるようにした。
(しかし、テストはまでしていない。)
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最後に
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